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イントラネットにおける
次世代インフラへのNTTデータの取組み

特集

境が大きく進化してきています。特

に、インテル系プラットフォームの

処理性能向上や仮想化技術、グルー

プウェアやワークフロー、コミュニ

ケーションをはじめとする各種情報

ツールなど、イントラネット構築を

支えるITインフラ技術は急速に進化

してきています。マイクロソフトは、

O S の 新 バ ー ジ ョ ン に 加 え 、

SharePoint Serverなどイントラネッ

ト向け新製品をリリースしましたし、

Windows Vistaの企業における導入

も進み始めています。このような動

向を踏まえ、私どもではイントラネ

ットの世代交代が確実に始まると考

えています。そこで、NTTデータの

イントラネット

インフラストラ

クチャ構築ビジ

ネスへの取組み

を強力に加速・

推進するための

専門組織として

「MS開発部」を

設置しました。

イントラネット

インフラストラ

クチャ構築に関する社内のノウハウ

を１カ所に集約・蓄積し、横展開す

るというのが狙いです。

■■■■2004年に、OSSの専門

組織として「オープンソース開発セ

ンタ(OSDC)」を設置されましたが、

それと同じような位置づけですか。

山田 OSDCのマイクロソフト・イ

ントラネット版と言えます。イント

ラネットインフラストラクチャ構築

に関する技術開発や事業本部などへ

の技術支援に加え、請負で構築作業

まで行い、そのノウハウを社内に横

展開していくというのが最大のポイ

ントです。

■■■■新組織を設置して4カ月

ですが、具体的にどのような取組み

を行っていますか。

―初めに、本年4月、基盤シス

テム事業本部内にMS開発部を設置

されましたが、その背景と狙いから

お聞かせください。

山田 本当は１年前には組織を立ち

上げたかったのですが、大規模プロ

ジェクトが進行していた関係で本年

４月となりました。ご存知のように

イントラネットは、今や企業活動の

重要な基盤として位置づけられてい

ますが、Web2.0技術を活用したエン

タープライズ2.0などに代表されるよ

うに、イントラネットを取り巻く環

インテル系プラットフォームの処理性能の向上や仮想化技術によるシステム統合の普及な
ど、イントラネット構築を支えるITインフラ技術は大きく進化している。NTTデータでは、
本年4月より、IAサーバを使ったイントラネットのインフラ構築ビジネスを推進する専門
部隊を新設し、Windowsプラットフォームソリューションやサーバ統合ビジネスの展開を
加速している。イントラネットのインフラ構築に向けたNTTデータ 基盤システム事業本部
の最新の取組みについて、山田伸一常務執行役員・基盤システム事業本部長にうかがった。

次世代イントラネットのインフラ
構築ビジネスを積極的に推進

㈱NTTデータ　常務執行役員
基盤システム事業本部長

山田伸一氏

イントラネットの世代交代を
ドライブする専担部隊を設置

次世代イントラネット 
インフラストラクチャ構築 

のビジネス推進 

新しいWindowsサーバ 
などの市場投入 
（Windows Server 2008） 

MS技術を用いた大規模 
イントラネットの構築実績 
（2万ユーザーの構築事例） 

仮想化技術（VMware）を 
用いたサーバ統合案件の 
構築実績 

MOSSへの期待 
（Microsoft Office 
SharePoint Server） 

仮想化技術の台頭 
（VMware、Xen、 
Hyper-V、 
OracleVM） 

シンクライアントの社内 
導入・運用実績 

OSSの適用領域 
の拡大 

OSSシステム 
構築実績 

ワークプレース＆ワーク 
スタイル変革や情報漏え 
い防止によるシンクライ 
アントのニーズの高まり 
 （Sun Ray VM&WTS） 

図1 イントラネットインフラストラクチャ世代交代の背景

―初めに、本年4月、基盤システム

事業本部内にMS開発部を設置され

ましたが、その背景と狙いからお

聞かせください。

―2004年に、OSSの専門組織とし

て「オープンソース開発センタ

（OSDC）」を設置されましたが、

それと同じような位置づけですか。

―新組織を設置して4カ月ですが、

具体的にどのような取組みを行っ

ていますか。

次世代イントラネットに不可欠
な技術・ソリューションを強化
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山田 イントラネットインフラスト

ラクチャの世代交代（更改）に向け

て、次世代イントラネットインフラ

ストラクチャ構築の重要な要素技術

であるサーバ統合、Windowsプラ

ットフォーム、OSSの３つのチー

ムが図２に示すような展開を図って

います。文書検索については、基盤

システム事業本部システム方式技術

BUのOSS技術統括部が中心となっ

て、マイクロソフトベースのイント

ラネットと連携して動くようにOSS

を活用したソ

リューション

を提供してい

ます。

■ ■ ■ ■

組織を立ち

上げて間も

ないですが、

ビジネスの

手応えは

山田 MS開

発部を設置し

てまだ４カ月ですが、多数の引き合

いをいただいています。内容はお客

様のご予算の関係で来年度の案件が

多く、冒頭で1年前に立ち上げたか

ったと申し上げたのは、昨年から各

事業本部の営業提案を支援していれ

ば、今年もう少し沢山の具体的な案

件を獲得することができただろうと

いう理由からです。しかし、タイミ

ングとしては、Windows Server

2008がリリースされた今年の方かよ

かったという気もしています。

■■■■最後に今後の抱負をお聞

かせください。

山田 MS開発部は、２万ユーザー

という大規模イントラネットの構築

を行ったエンジニアを擁していま

す。この大規模イントラネットの構

築実績に加え、今後集約・蓄積され

るノウハウを活用して、次世代イン

トラネットインフラストラクチャ構

築のビジネスを拡大していきたいと

考えています。当面は、サーバ統合

を中心としたイントラネットの構築

案件が主力だと思いますが、将来的

にはマイクロソフトプラットフォー

ムを活用してパッケージを組み合わ

せるようなソリューションや.NET

アプリケーションまではテリトリー

にしていきたいと考えています。

■■■■本日は有難うございまし

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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●インタビュー●

ＬＡＮ・認証基盤の構築（Active Directory） 

サーバ統合・延命（VMware） 

シンクライアント（Sun Ray等） 

Windows Vistaへの端末移行 

Notesマイグレーション（Share Point Server） 

VB資産の更改・延命、VBマイグレーション（.net） 

仮想化技術によるAP利用（Softgrid、Hyper-V） 

情報共有基盤（Exchange Server） 

文書検索 

省電力・PC管理（vPro） 

運用管理（Naccident、NOSiDE） 

Windows
プラットフォーム 

サーバ統合 

OSS

文書管理・ワークフロー（SharePoint Server、OpenCube lite） 

図2 イントラネットインフラストラクチャ更改に向けた取組み内容

―組織を立ち

上げて間も

ないですが、

ビジネスの

手応えはい

かがですか。

―最後に今後の抱負をお聞かせくだ

さい。

―本日は有難うございました。

大規模イントラネットの構築実績
を活かし、ビジネスを拡大

●将来的には基盤システム事業本部の１つの柱となるよう提案活動に注力●
－3年後、現在の2倍の組織への拡大を視野に事業展開－

ジネスの状況について、MS開発部の金子彰部長は、次のように語る。
「昨年から仮想化技術によるサーバ統合の動きが加速し始め、これを契機にシンク

ライアント導入を含めたイントラネット全体更改へと波及しています。実際、大規模な
イントラネットの更改の案件がいくつかきていますが、中には数万ユーザーに及ぶ大規
模イントラネットの更改に向けた案件もあります。私どもMS開発部と各パートナーが
協力してWindowsベースのイントラネット構築を請け負って、各事業本部では基幹系業
務アプリケーションのSIを行うといったように、シナジーを発揮できるような形で、上
手く社内連携しながらビジネスを推進していきたいと考えています。3年後には100名規
模に組織を拡大することを視野に、ビジネス拡大に向け取り組んでいます。」

㈱NTTデータ　

基盤システム事業本部　

MS開発部長

金子彰氏
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